
Interviewインタビュー

理事長：万博の開幕まで40日あまり、報道な
ども数多く見るようになってまいりました。ま
ずは、万博の開幕を迎えるにあたって、皆様の
率直な思いをお伺いできないでしょうか。

藤本様：本当にいよいよ、と考えています。先
日も万博会場を視察し歩き回ってきましたけれ
ども、各国のパビリオンがどんどん建ち上がっ
ておりまして、我々がつくっております大屋根
リングの上から会場を眺めると、世界が本当に
その場所に集まってきてるんだなと実感し、非
常にワクワクしております。

湊川様：今年の夏、万博場所を開催することも
あり、日本相撲協会として造幣局の方々と関わ
ることができまして本当にありがとうございま
す。私はこの間まで現役だったのですが、この
ような滅多にできない体験が今日でき、今後も
この経験を糧にして頑張っていきたいと思って
います。

池坊様：大阪関西に誘致するところから始まっ
て、本当に長い準備期間を経ていよいよ、よう
やく、と本当に嬉しい思いでいます。パビリオ
ンもたくさん出来上がってきましたけれども、
会場が出来上がっただけが完成ではなくて、や
はりそこから多くの方が来てくださっていろん
な体験をし、いろんな思いを紡いでくださるこ
とで大阪・関西万博がますます広がっていくこ
とになると思っていますので、ぜひ皆様方、同じ
時を共有していただければ嬉しいなと思います。

理事長：お三方それぞれの思いをお話いただき、
ありがとうございました。早速ですが、会場の
皆様、壇上に飾られましたお花をご覧いただけ
ますでしょうか。こちら、本日の打初め式開始
の直前に、池坊華道会の皆様が生けてくださっ
たものです。華やかで、カラフルで、「いのち輝
く」万博のテーマにぴったりのお花を飾ってい
ただき、まさに今日の打初めに花を添えていた
だけたと感じています。
　さて、万博の開幕日である4月13日から、

「いけばなの根源 池坊展」が万博会場のギャラ
リー EASTで開催されると伺っております。池
坊副会長、どのような展示あるいはイベントに
なるのか、意気込みなどについてお話いただけ
ますでしょうか。

池坊様：まず、今日生けさせていただいたお花
なんですけれども、ご覧いただいたら分かるよ
うに、もうミャクミャクカラーですね。ミャク
ミャクの色を花に取り入れまして、本当に命そ
れぞれが輝いている、弾けている、そういう感
じを表現いたしました。ちょうど開幕日から8

日間、池坊華道会でもいけばな展をいたします。
その万博での花展は、やはり私たちにとって
も、とても光栄で滅多にない機会ですので、出
瓶［編集注：花展に出展すること］の方にお声
掛けしましたら皆さん参加したいとおっしゃら
れ、またボランティアの方もたくさん自発的に
来てくださることになりました。池坊の長い伝
統を踏まえながらも、万博のテーマは「いのち
輝く未来社会のデザイン」ですから、伝統文化
がどのように変わっていくのか、また新しいテ
クノロジーとか技術によって、それは変わって
いくのかということも、皆様が体験できるよう
な、ちょっと照明も工夫を凝らしたり、素材も
サステナブルな一回使って終わりではなくて、
循環して使えるような取り組みもしております
ので、長い伝統と今と未来を感じていただける
のではないかと思っております。

理事長：非常に楽しみな企画ですね、ぜひ私も
拝見したいなと思います。今、催事のお話がご
ざいましたけども、池坊副会長は、万博催事検
討会議の共同座長も務めていらっしゃいます。
魅力あるイベントが多数開催されるのだと思い
ますが、そういう万博の催事、催し物全体につ
いてのコンセプトなどについてお聞かせいただ
けますでしょうか。

池坊様：万博会場には、広い大きなところから
小規模なところまで、本当に様々なステージが
あります。4月13日の開幕日のAdoさん、これ
は倍率が10倍という非常に人気でしたし、そ
れ以外にも本当にたくさんの色々なジャンルの
方がパフォーマンスを披露してくださり、そし
てまたそれらが全て無料で楽しんでいただける
ということになっています。そういった意味で
は、本当に幅広い、現代から伝統芸能に至るま
で、皆様の関心に合わせて、楽しんでいただけま
す。それから、予約がないと行けないと思って
らっしゃる方もおられますが、予約がいらない
ものの、とてもいいパフォーマンスや、ステー
ジもたくさんあります。特定の一つだけという
のではなくて、いろんな色が混ざり合って、い
ろんな世界が見られるという、それぞれが生き
生きと頑張っているんだというものをステージ
イベントで皆様が披露してくださいます。ぜひ
ご関心に合わせて、いのち輝いている様子をご
覧いただいて、またご覧いただいた方も、それ
を見ることでさらにワクワクドキドキ、いのち
が輝いてくださるといいのではないかと期待し
ています。

理事長：続いては、湊川親方にお話を伺いたい
と思います。会場の皆さん、まず、ここに飾っ
てあります大きな優勝カップをご覧いただけま

すでしょうか。ここ大阪で相撲といえば、大相
撲3月場所、いわゆる大阪場所だと思うんです
けれども、造幣局は昭和23年から、この大阪
場所の幕内最高優勝力士の方に理事長杯を贈呈
させていただいております。実は、そういう非
常に長いご縁がございます。そういったことも
あって今日、湊川親方に声をお掛けして、ご出
席いただきました。そこで湊川親方、ご自身の
大阪場所での思い出などについてお話いただけ
ますでしょうか。

湊川様：私は新十両というお相撲さんが最初に
目指すべきところ、十両に上がるとお給料がも
らえて付き人がついて、今まで使い走りにされ
てたのが逆の立場になるのですが、それを決め
させていただいたのが大阪場所、という思い出
があります。私は大関までいったのですが、大
関に上がったときよりも新十両に上がったとき
の方がうれしかったですね（笑）。また、大関
を決めた場所も大阪場所だったので、感慨深
い、いつも何かいいことも悪いことも経験さ
せていただいた大阪場所というイメージです。
2023年の1月に優勝して綱取りを迎えたのも
大阪だったんですけど、また途中でケガをして
しまって、苦い経験もさせてもらった場所でも
あります。やっぱりこの理事長杯というものを、
何としても現役のときは欲しい、獲得したいと
いう思いで頑張ってきたんですけど、ケガも
あったので獲得することができませんでした。
優勝というのはそれぐらい重いもので、今年も
3月場所は現役力士、特に横綱になった豊昇龍
関だとか、新しくスピード出世した大関 大の
里関とか、いろんな魅力の力士がたくさんいま
すので、ぜひそのあたりにも注目してもらえた
らと思います。

理事長：今、本当に心のこもったお話を伺って、
すごくありがたいなと思いました。できれば、
理事長杯を受け取っていただきたかったんです
けれども。

湊川様：すごく空回りしましたね。私は兵庫県
出身で、大阪は準ご当地でもあるので、良いと
きはよかったんですけど、ダメなときは全然ダ
メで。大阪場所では結局、幕内では優勝するこ
とはできなかったので、理事長杯が欲しかった
なって、いま改めて思いました。

理事長：では、後でちょっとお持ちいただくと
いうことで（笑）。ぜひ力士を育てていただい
て、その力士に理事長杯を受け取っていただけ
れば、そんなふうに思います。
今回の万博では、8月3日に「大相撲万博場所」、
それから8月4日には相撲が世界を1つにする

後藤理事長が、打初め者の池坊様、
藤本様、湊川様に、万博への思いに
ついてインタビューさせていただ
きました。



「SUMO EXPO 2025」というイベントが万博
会場内のエキスポメッセWASSEで開催され
るとのこと。こちらはどのようなイベントなの
か、見どころなど、教えていただけますでしょ
うか。

湊川様：巡業は、力士の稽古を一般公開しなが
ら、本場所さながらの取組も、横綱土俵入りも
全部やります。本場所だと、力士が戦うのに集
中してるので、なかなかお相撲さんとしゃべっ
たりファンの人と触れ合う機会がないんですけ
ど、巡業はぐっと距離が近くなって写真撮影だ
とか、ちょっとした会話など、たくさん楽しめ
ると思います。

理事長：それはいいことを教えていただきまし
た。ところで今日、ミャクミャクが隣に来てく
れているんですけども、ミャクミャクの印象な
どについて教えていただけますでしょうか。ど
うでしょう、相撲は強そうでしょうか。

湊川様：そうですね。下半身がしっかりしてい
ますし、頭が大きいので、頭で当たってこられ
たら怖いなと思います。

理事長：あの、ミャクミャク、いま褒めていた
だきましたけども、あんまり調子に乗るとケガ
をするかもしれませんので気をつけてください
ね（笑）。ところで池坊副会長、こちらには造
幣局のマスコットキャラクターで500円玉の
コインくん、それから100円玉のさくらちゃ
んが来てくれています。広報活動にいろいろ活
躍してくれてるんですが、何か印象やアドバイ
スがあれば、お聞かせ願います。

池坊様：ミャクミャクは、ちょっとよく分から
ないところが魅力だと思うんですけれど、対照
的にこのさくらちゃんとコインくん、誰が見て
も硬貨って分かります。この分かりやすいスト
レートなところが可愛らしいし、いつも笑顔な
のも嬉しいですね。なにかとっても幸せになる
ような気がします。

理事長：お褒めの言葉をいただきました。2人
にはぜひこれからも活躍していただきたいと思
います。
　続いて藤本プロデューサーにお話を伺いたい
と思います。大屋根リングの設計監修、あるい
はパビリオンの配置等々携わられた万博開催の
立て役者のお一人だと思います。まず、今回の
万博を象徴する大屋根リングですね、苦労話な
どいろいろあろうと思いますが、お話しいただ
けますでしょうか。

藤本様：苦労話ですね、ここではしゃべれない
苦労がいろいろありました。何よりもやっぱり
世界であれだけの大きな木造建築物をつくるっ
ていうのは初めてのことなので、その初めてに
チャレンジするということの意義と同時に難し
さがたくさんありました。おかげさまで先日引
き渡しも終わりまして、リングも出来上がって
おるわけですけれども、やっぱり日本の千年以
上の木造の伝統を引き継ぎながら、現在の技術
をそこに加えて、そして未来を作ってくるとこ
ろ、さっき池坊さんもおっしゃっていましたけ

れども、伝統と今と未来がそこで融合するって
いう非常に意義深いものになったんじゃないか
と思います。

理事長：先ほど皆様には始動ボタンを押してい
ただきましたこの記念貨幣ですけれども、銀貨
幣の表面は、大屋根リングから虹色の光が溢れ
出すという、そういうデザインになっています。
今日、記念貨幣を製造開始しまして、これから
たくさんの方の手に渡っていくと思うんですけ
れども、記念貨幣をご覧になって印象などをお
聞かせ願えませんでしょうか。

藤本様：貨幣っていうのは、ものすごく長い間
残り続ける、それこそ100年、200年、1000
年残り続ける価値を持ってるんじゃないかな
と。我々も今回の万博、会期は半年間ですけれ
ども、そこを訪れる特に子供たち、それから若
い人たちですね、彼らの記憶に強烈な印象が
残ると思うんです。その彼らが50年後、その
先の日本の社会、そして世界をつくっていくん
じゃないかなと思います。そういう意味では、
この先を考える、残り続ける何かそれは人の心
かもしれないし、こういう物かもしれないけれ
どもっていうのを改めて実感させていただきま
した。

理事長：確かに、貨幣というのは通常の決済手
段だけではなくて、歴史とか文化の1つの切り
口といいますか、象徴のようなところがござい
ます。そういった意味でも今いただいた言葉を、
我々としてもこれからも心に留めて仕事をして
まいりたいと思います。
万博会場は非常に広くて、趣向を凝らした様々な
施設があると思うんですけれども、会場の魅力で
すとか、あと会場全体についてエピソードがあり
ましたら、お聞かせ願えませんでしょうか。

藤本様：そうですね、魅力はやっぱり各国、そ
れから、日本国内からも様々な企業のパビリオ
ン、イベント催事、様々なことが起こってるの
がやっぱり魅力なのではないかなと。各国のパ
ビリオンは、単なるパビリオン自体の建物とか、
そのパビリオンの中の体験だけではなくて、そ
れぞれの国が持ってる文化だったり伝統だった
り、その国ならではの食べ物だったり、それか
らそれぞれの国の踊りだったり、音楽だった
りってパフォーマンスも行われるんですね。な
のでそういう全体を体感する、世界中の様々な
ことがこの場所にいることで体感できる、そこ
がやっぱり一番の魅力なんじゃないかなと思い
ます。

理事長：体感ということでしょうか。

藤本様：そうですね、リアルにやっぱり体感で
きる、その目で見て、感じ取ることができるこ
とは、これからの時代もっと大切にそして貴重
になってくるんじゃないかなという気がします。

理事長：最後になりますけれども、万博本番を
楽しみにしておられる国内、国外の皆様がたく
さんおられると思います。最後に皆様から一言
ずつメッセージをお願いしたいと思います。

池坊様： 大阪・関西万博は、世界中の美と英知
とテクノロジーが一堂に会した場です。本当に
見どころがたくさんありすぎて、なかなか一度
では見られないと思うんですね。でもまた何回
か来ることによって、その都度感じたことも違
うし、見える風景も違うと思いますので、ぜひ
何度も足を運んでいただいて、より多層的に楽
しんでいただけたらいいんじゃないかなと思っ
ております。また、リングから見た景色がとて
も美しいです。それも、時間帯によって全然違
いますので、これはぜひリングに上って、ご覧
いただきたいなと思います。ぜひ皆様方がそれ
ぞれの、ご自分の感性でとらえて、そしてまた
何か未来に繋がるヒントを得る場として、活か
してくださるようにと願っております。

湊川様： 万博は、いろんな世界のよさを知るこ
とができる機会だと思います。私は日本の国技
をちょんまげをつけてやっていた力士だったこ
とを踏まえ、世界の良さを知りながら改めて日
本の良さというのを知ってもらえるのではない
かと思っています。池坊さんがさっきおっしゃ
られたように、1回では回り切れないとは思う
んですけども、何回も行っていただいて、改め
て日本の良さ、世界の良さを知っていただきた
いと思います。

藤本様：万博は、特に最近は世界情勢が非常に
不安定という状況の中で、世界を本当にたくさ
んの国が、多様な文化が一つに繋がっていく、
そんな場所になっています。そこで体験したこ
とは、特に子どもたちそして若い人たちにとっ
て、これからの日本の未来、世界の未来をつくっ
ていく、そんなすごくワクワクする体験になる
と思います。一生に一度あるかないか、二度目
の方もいらっしゃると思いますが、そんな万博
になっておりますのでぜひ皆様いらっしゃって
ください。

理事長：ありがとうございました。今日、お三
方からいろんなお話を伺うことができました。
本当に楽しみですし、万博のイメージを膨らま
すことができるような、そんなお話だったん
じゃないかなと思います。会場の皆様、最後に、
池坊副会長、湊川親方、藤本プロデューサー、
それからミャクミャク、コインくん、さくら
ちゃんにも温かい拍手をお願いできますでしょ
うか。どうもありがとうございました。

理事長杯と池坊華道会の皆様が生けてくださったお花


